
３  題材の目標及び題材構想「幼児と仲よくなろう」〈発展〉（７ 時間完了） 

 
 
 
 
 

 
段階 各過程のねらい 生徒の学び 教師支援 
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・幼児に適した遊びやおもちゃのよ

さに気付き，幼児との触れ合いに

対して関心を高めることができ

る。 
 
 
 
 
 
・自分にできそうな触れ合い方法を

具体的に考え，準備することがで

きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・準備してきた方法で上手に幼児と

触れ合うことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今までの学習を通して，自分を見

つめることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
       
 

 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・幼児とのよりよい触れ合い方を

見付けるために，実際に遊びを

体験したり，資料で調べたりす

る。 
（評）よりよい触れ合い方に気付

き，幼児との触れ合いを工

夫しようと関心が高まっ

たか。（学習プリント） 
 
・身近な材料や自然の材料をうま

く生かし，前時に得たヒントを

基に，工夫するよう指示する。 
 
 
 
 
 
（評）自分なりの工夫が見られる

か。（活動の様子） 
 
 
 
・目標をもって触れ合うように励

ます。 
・準備してきた遊びが幼児の発達

段階を考えたものであったか

確認しながら触れ合うように

指示する。 
・その場に応じた触れ合い方がで

きるように支援する。 
 
（評）上手に触れ合いができてい

るか。（活動の様子） 
 
 
・これからの自分の生き方を考え

るために，幼児との触れ合いか

ら学んだことをレポートにま

とめる。 
 
 
 
（評）自分の生き方について考え

を広げることができたか。

（レポート） 
 

 

題材の目標 
 ① 幼児の生活や遊びに関心をもつことができる。（関心・意欲・態度） 
 ② 幼児の心身の発達を考え，幼児とのかかわり方の工夫ができる。（工夫・創造） 
 ③ 幼児の発達の特徴に応じた話し掛けや接し方ができる。（技能） 
④ 幼児の生活について学んだ知識を生かし，これからの自分の生き方を考えることができる。（知識・理解） 

幼児と上手に触れ合うにはどうしたらよいだろう  １ 

幼児の笑顔を見に行こう ５～６ 

自分も家族や地域の人，保育士や先生に支えられて大きくなってきた。 
大変なこともあったと思うが，自分をここまで育ててくれた人達に感

謝したい。 
 

・作ったおもちゃで幼児がとても喜んでくれて，作ったかいがあった。 
・壊れないように丈夫に作ったが，幼児が丁寧に使ってくれた。 
・絵本の読み方で，声音を変えたら幼児が喜んでくれてよかった。 
・幼児と鬼ごっこをして遊んだ。時間がきても，幼児に「もっと」と

せがまれてうれしかった。  
 

幼児は、どんな反応を示すかな。幼児と遊びたいな。 

準備しよう     ２～４ 

・手作りのおもちゃを作ろう･･･電池じかけ，音が出る，動くおもちゃ 
・絵本の読み聞かせをしよう･･･しりとり，絵本の読み聞かせ，紙芝居 
・体を動かして触れ合おう･･･1 対１の遊び，グループ遊び 
 

手作りのおもちゃを

作ろう 
・カラフルな色で角

を丸くしたパズル

を作ろう。 
・手触りのよい物を

作ろう。 

絵本の読み聞かせを

しよう 
・役になりきって，

読み聞かせをしよ

う。 
・オリジナルのお話

を作って，喜ばせ

てあげたい。 

体を動かして触れ合
おう 
・しっぽ取りのよう
に運動量の多い遊
びをしよう。 

・はないちもんめの
ようにみんなで楽
しめる遊びにしよ
う。 

準備した方法で触れ合い，幼児と仲良くなろう。 

おもちゃや体をつかった遊びで

実際に遊んでみて，幼児と上手に

触れ合うために自分なりの方法

を見付ける。 
 

各自で工夫して作る。 

なるべく多くの幼児に楽しん

でもらう。 

自由な形式で，思いをまと

める。 

幼児がよい環境の中で育つよ

うに，私たちにもできること

を見付けたいな。 

保育士の姿から，笑顔で接

することが大切だと分かっ

た。将来に役立てたい。 

幼児との触れ合いから学んだことをまとめよう   ７ 


